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堂
友
會
夏
季
見
學
會
記

堂
友
會
夏
季
見
學
會
記

昭
和
五
十
一
年
七
月
十
七
日
（
土
）
十
八
日
（
日
滋
賀
縣

湖
西
方
面
、
参
加
者
五
十
名
）

指
導
講
師
滋
賀
縣
立
短
大
敦
授
宇
野
茂
樹
先
生

藤
塚
堂
友
會
委
員
記

七
月
十
七
日
（
土
）
湖
西
線
堅
田
騨
午
前
十
一
時
二
十
分
集
合
、

十
一
時
三
十
分
借
切
バ
ス
で
、
明
王
院
、
客
舎
比
良
裏
登
山
口
前
、

比
良
山
荘
に
向
う
、
そ
の
途
次
先
づ
、
還
来
（
も
ど
ろ
き
）
神
祉

参
拝
（
祭
神
淳
和
天
皇
后
祇
子
）
こ
の
神
祉
に
祈
願
す
れ
ば
、
旅

人
や
出
征
し
た
人
逹
は
、
無
事
還
っ
て
来
る
と
い
う
の
で
、
太
平

洋
戦
争
の
頃
は
、
全
國
か
ら
多
数
の
参
拝
者
が
あ
っ
た
由
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
昔
の
街
道
筋
、
途
中
（
地
名
）
の
雑
草
茫
々
の
中
に
あ

る
巨
岩
の
大
分
麿
減
し
て
い
る
咽
崖
佛
を
見
だ
。
正
午
過
ぎ
客
舎

着
、
う
ま
い
冷
し
素
麺
の
藍
食
。
一
服
し
て
客
舎
の
す
ぐ
傍
に
あ

る
明
王
院
を
守
謹
す
る
地
主
軸
社
参
拝
（
祭
呻
國
常
立
命
立
像
、

男
神
坐
緞
、
女
神
坐
隙
等
の
爪
文
が
あ
る
）
、
そ
れ
よ
り
同
呻
祉

の
前
の
小
さ
い
朱
欄
の
橋
を
渡
り
、
叡
山
の
回
峰
行
者
が
修
験
道

的
な
修
行
を
し
た
天
台
宗
明
王
院
（
本
笠
観
惜
音
菩
薩
、
重
文
）

に
至
っ
て
、
宇
野
先
生
と
同
院
の
伯
話
役
葛
野
常
満
氏
の
證
明
拝

疇
尚
葛
野
氏
の
好
意
に
よ
り
、
足
利
義
満
（
自
筆
）
義
政
義
尚

の
参
籠
札
を
拝
観
、
午
後
六
時
頃
客
舎
で
一
浴
後
夕
食
、
膳
に

は
鯉
の
洗
い
を
初
め
、
鮎
の
藍
燒
、
小
鮎
の
佃
煮
、
山
菜
、
そ
の

他
色
々
な
料
理
で
盛
り
澤
山
。
魚
は
生
賛
か
ら
掬
う
て
来
て
、
す

ぐ
料
理
す
る
の
で
、
新
鮮
美
味
堂
友
會
史
上
最
高
の
料
理
で
あ
る
。

達
磨
然
た
る
酒
井
委
員
、
例
に
よ
っ
て
チ
ビ
リ
チ
ビ
リ
と
酒
は
孵

か
に
飲
む
べ
か
り
け
り
か
、
漫
才
的
口
調
で
人
を
笑
わ
す
話
術
の

持
主
、
中
川
委
員
至
っ
て
物
孵
か
な
中
島
委
員
、
隅
々
ま
で
よ
く

轡
き
わ
た
る
美
墜
の
三
原
委
員
、
斯
く
言
う
拙
者
は
詩
吟
狂
、
イ

ヤ
ア
い
つ
に
愛
わ
ら
ぬ
和
氣
蒻
々
で
あ
る
。
十
時
就
腹
。

翌
朝
（
日
）
六
時
頃
起
床
朝
食
ま
で
に
と
三
々
五
々
客
舎
よ
り

四
十
分
ほ
ど
登
っ
た
所
の
瀧
見
物
と
し
ゃ
れ
た
人
々
も
あ
っ
た
。

八
時
半
頃
朝
食
。
十
時
半
借
切
バ
ス
で
朽
木
の
興
聖
寺
を
訪
ね
、

重
文
本
尊
闘
迦
如
来
を
拝
し
、
宇
野
先
生
と
住
職
の
證
明
が
あ
っ

て
寺
門
の
背
秀
隣
寺
院
庭
園
の
見
事
な
石
庭
を
、
住
職
の
説
明
で

見
學
、
籐
樹
書
院
宅
址
に
至
り
藤
樹
先
生
の
後
裔
と
稲
す
る
管
理

人
の
證
明
を
伺
い
携
帯
の
比
良
山
荘
の
辮
常
を
開
く
。
書
院
を
僻

し
て
、
鵜
川
の
四
十
八
臆
佛
（
石
倣
、
縣
重
文
）
を
見
て
、
白
鋼

岬
社
に
参
拝
、
宇
野
先
生
の
詭
明
、
宮
司
か
ら
紳
吐
の
由
来
の
説

明
拝
聴
、
今
回
の
見
學
會
を
終
る
。

月
曜
の
自
動
車
の
混
雑
を
避
け
て
解
散
場
所
を
今
津
郷
に
饗
更
、

午
後
四
時
解
散
。

見
學
先
の
祉
寺
に
つ
い
て
は
今
れ
も
宇
野
先
生
の
詳
細
な
證
明

の
あ
っ
た
こ
と
を
附
言
し
て
お
く
。

五
四




